
で
あ
る
。

②
中
国
縦
貫
自
動
車
道
：
本
文
参
照
。
な
お
、
道
路
標
識

で
は
中
国
自
動
車
道
と
表
示
さ
れ
て
い
る
。

《
一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道
路
》

①
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
：
道
路
と
し
て
は
一
般
国
道

二
八
号
で
あ
り
、
有
料
の
自
動
車
専
用
道
路
。
本
州
四
国

連
絡
道
路
の
一
つ
で
あ
る
。

②
播
但
連
絡
道
路
：
道
路
と
し
て
は
一
般
国
道
三
一
二
号

で
あ
り
、
有
料
の
自
動
車
専
用
道
路
。
当
初
、
県
道
と
し

て
整
備
さ
れ
た
が
、
昭
和
五
十
四
・
五
十
五
年
に
一
般
国

道
に
指
定
変
更
さ
れ
た
。
高
規
格
幹
線
道
路
で
は
な
く
、

そ
れ
を
補
完
す
る
地
域
高
規
格
道
路
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

《
阪
神
高
速
道
路
》

①
阪
神
高
速
三
号
神
戸
線
：
本
文
記
載
の
と
お
り
、
道
路

と
し
て
は
兵
庫
県
道
・
大
阪
府
道
（
高
速
神
戸
西
宮
線
、

高
速
大
阪
西
宮
線
）
で
あ
り
、
有
料
の
自
動
車
専
用
道
路

と
し
て
整
備
さ
れ
た
都
市
計
画
道
路
で
あ
る
。
阪
神
地
区

の
著
し
い
交
通
混
雑
を
解
消
す
る
た
め
に
首
都
高
速
道
路

と
同
様
に
公
団
方
式
で
整
備
さ
れ
た
。

《
そ
の
他
》

①
第
二
神
明
道
路
：
道
路
と
し
て
は
一
般
国
道
二
号
の
バ

イ
パ
ス
で
、
有
料
の
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
。
地
域
高

規
格
道
路
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

第
六
節
　
都
市
化
の
進
展
と
災
害

　
昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
、
我
が
国
は
高
度
経
済
成
長
時
代
に
入
り
、
大
都
市
周
辺
だ
け
で
は
な
く
中
小
都
市
で
も
都
市
化
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が
急
激
に
進
ん
だ
。
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
追
い
つ
か
な
い
状
態
が
全
国
的
に
発
生
し
、
特
に
治
山
治
水
事
業
は
都
市
開
発

の
速
度
に
比
べ
て
遅
れ
た
。
そ
の
大
き
な
原
因
は
土
地
買
収
費
の
高
騰
で
あ
り
、
公
共
事
業
費
の
増
額
が
そ
れ
に
追
随
し
な
い

と
い
う
問
題
が
つ
き
ま
と
っ
た
。

　
毎
年
の
よ
う
に
梅
雨
前
線
や
秋
雨
前
線
、
あ
る
い
は
台
風
が
同
時
に
襲
来
し
洪
水
や
土
砂
災
害
が
頻
発
し
た
。
中
で
も
、
昭

和
四
十
二
（
一
九
六
七
）
年
七
月
豪
雨
は
、
長
崎
県
佐
世
保
市
、
広
島
県
呉
市
、
神
戸
市
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
三

市
は
、
①
総
雨
量
三
〇
〇
ミ
リ
を
超
え
る
豪
雨
で
あ
っ
た
こ
と
、
②
市
の
中
心
部
に
向
か
っ
て
背
後
に
急
峻
な
丘
陵
あ
る
い
は

山
地
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
、
③
開
発
さ
れ
た
住
宅
地
の
そ
ば
に
渓
流
や
急
傾
斜
地
が
あ
る
こ
と
な
ど
で
共
通
す
る
。

　
こ
の
災
害
を
機
に
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
、
崖
地
対
策
へ
の
本
格
的
な
取
組

が
始
ま
る
な
ど
、
都
市
化
に
伴
う
災
害
対
策
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
　
都
市
化
の
急
激
な
進
行
と
頻
発
す
る
風
水
害
等
へ
の
対
応

　
昭
和
四
十
二
年
か
ら
五
十
四
年
の
間
に
発
生
し
た
自
然
災
害
に
つ
い
て
、
県
が
ま
と
め
た
『
兵
庫
県
に
お
け
る
災
害
』
で
は

四
二
件
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
ほ
か
、
火
災
一
三
件
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か

を
取
り
上
げ
て
全
体
を
鳥
瞰
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

〔
昭
和
四
十
二
年
七
月
九
日
に
発
生
し
た
水
害
（
豪
雨
災
害
）〕

　
七
月
八
日
午
前
九
時
の
天
気
図
に
よ
れ
ば
、
奄
美
大
島
西
方
約
五
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
東
シ
ナ
海
に
位
置
す
る
台
風
第
七

号
崩
れ
の
熱
帯
低
気
圧
と
、四
国
南
方
約
一
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
台
風
第
八
号
に
挟
ま
れ
た
海
域
で
北
に
向
か
う
湿
舌（
舌
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状
に
伸
び
た
湿
潤
な
領
域
）
が
、四
国
沖
に
停
滞
し
て
い
た
梅
雨
前
線
を
刺
激
し
て
、
西
日
本
各
地
に
集
中
豪
雨
を
も
た
ら
し
た
。

　
被
害
は
、
九
州
地
方
北
部
か
ら
中
部
地
方
の
二
四
府
県
に
及
ん
だ
。
死
者
・
行
方
不
明
者
三
六
九
人
、
負
傷
者
六
一
八
人
に

及
び
、
建
物
被
害
は
、
全
壊
九
〇
一
棟
、
半
壊
一
三
六
五
棟
、
床
上
浸
水
五
万
一
三
五
三
棟
、
床
下
浸
水
二
五
万
九
二
棟
を

数
え
た
。
記
録
さ
れ
た
時
間
最
大
雨
量
は
、
長
崎
県
佐
世
保
市
の
一
二
五
・
一
ミ
リ
、
一
日
最
大
雨
量
が
神
戸
市
の
三
六
一
・

一
ミ
リ
で
あ
っ
た
。

　
特
に
背
後
に
山
地
が
控
え
る
港
町
で
は
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
人
的
被
害
を
拡
大
さ
せ
た
。
こ
の
災
害
を
機

に
、
砂
防
三
法
の
一
つ
「
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」
が
昭
和
四
十
四
年
に
制
定
さ
れ
た
。

　
兵
庫
県
内
の
被
害
を
み
る
と
、
最
も
被
害
の
大
き
か
っ
た
神
戸
市
で
は
、
全
区
で
被
害
が
発
生
し
、
昭
和
十
三
年
阪
神
大
水

害
、
昭
和
三
十
六
年
水
害
（
六
月
豪
雨
）
と
と
も
に
「
昭
和
の
三
大
水
害
」
と
言
わ

れ
て
い
る
。
降
雨
状
況
は
、
七
月
九
日
八
時
頃
か
ら
雨
が
強
ま
り
、
ま
ず
一
六
時
か

ら
一
八
時
の
二
時
間
で
強
い
雨
が
、
さ
ら
に
二
〇
時
か
ら
二
一
時
の
一
時
間
で
も
強

い
雨
が
降
っ
た
。
後
者
の
二
〇
時
台
に
災
害
が
発
生
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
先
の

阪
神
大
水
害
及
び
昭
和
三
十
六
年
水
害
以
降
、
神
戸
市
内
で
は
国
の
直
轄
砂
防
事
業

を
は
じ
め
一
定
の
対
策
が
取
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
か
つ
て
の
阪
神
大
水
害
に

比
べ
る
と
、
降
雨
量
が
そ
れ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
流
出
土
砂
量
や

被
災
家
屋
は
半
減
、
死
者
・
行
方
不
明
者
は
約
七
分
の
一
と
い
っ
た
よ
う
に
被
害
は

減
少
し
た
も
の
の
、
そ
れ
で
も
被
害
は
か
な
り
大
き
か
っ
た
。

写真 88　‌�昭和 42 年７月豪雨による宇治川商店
街（神戸市）の浸水被害‌
（神戸新聞社提供）
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兵
庫
県
内
に
お
け
る
被
害
の
面
的
な
広
が
り
は
、
例
え
ば
、
日
本
国
有
鉄
道
（
以
下
、
国
鉄
）
や
私
鉄
の
不
通
箇
所
な
ど
か

ら
理
解
で
き
る
。
浸
水
な
ど
に
よ
る
国
鉄
の
不
通
は
、
芦
屋
駅
構
内
、
神
戸
市
東
灘
区
御
影
付
近
、
垂
水
―
西
明
石
間
の
一
八

カ
所
、
福
知
山
線
宝
塚
―
川
西
池
田
間
（
道
床
流
失
）、
武
田
尾
―
生
瀬
間
、
神
戸
港
線
の
湊
川
―
神
戸
港
間
で
起
こ
っ
た
。
私

鉄
に
つ
い
て
は
、
京
阪
神
急
行
電
鉄
（
現
阪
急
電
鉄
）
神
戸
線
の
西
宮
以
西
、
阪
神
電
鉄
国
道
線
、
甲
子
園
線
の
全
区
間
、
阪

神
本
線
の
御
影
以
西
、
山
陽
電
鉄
と
神
戸
電
鉄
の
全
線
で
止
ま
っ
た
。

　
こ
の
豪
雨
に
よ
り
、
六
甲
山
、
特
に
表
六
甲
で
河
川
氾
濫
及
び
土
砂
災
害
が
集
中
し
、
神
戸
市
街
地
を
襲
っ
た
。
市
内
に
向

か
っ
て
鉄
砲
水
が
発
生
し
、
最
大
で
水
深
一
メ
ー
ト
ル
規
模
の
濁
流
が
襲
っ
た
。

　
土
砂
災
害
は
六
甲
山
系
で
約
二
五
〇
〇
カ
所
も
発
生
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、六
甲
山
沿
い
の
神
戸
市
生
田
区（
現

中
央
区
）
の
住
宅
地
を
土
砂
災
害
が
襲
い
、
生
き
埋
め
被
害
を
多
数
引
き
起
こ
し
た
。
こ
の
中
で
最
も
有
名
な
の
が
、
生
田
川

上
流
に
あ
た
る
神
戸
市
葺
合
区
市
ヶ
原（
現
中
央
区
葺
合
町
）の
世
継
山
大
崩
落
で
あ
る
。
長
さ
一
四
〇
メ
ー
ト
ル
、幅
四
〇
メ
ー

ト
ル
に
わ
た
っ
て
五
二
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
も
の
土
砂
が
崩
壊
し
て
市
ヶ
原
地
区
を
襲
い
、
駐
在
所
や
避
難
場
所
な
ど
で
生
き

埋
め
が
発
生
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
一
人
が
死
亡
し
多
く
の
家
屋

も
倒
壊
し
た
。
ま
た
、
神
戸
市
灘
区
の
青
谷
川
上
流
の
青
谷
第
一
ダ

ム
付
近
で
の
崖
崩
れ
に
よ
り
、
警
官
と
住
民
が
犠
牲
と
な
り
、
東
灘

区
住
吉
町
、
長
田
区
明
泉
寺
地
区
で
も
大
規
模
な
崩
落
が
起
こ
り
、

犠
牲
者
が
発
生
し
た
。

　
交
通
機
関
に
関
し
て
は
、
六
甲
ケ
ー
ブ
ル
下
駅
が
埋
没
す
る
な
ど

写真 89　‌�昭和 42 年７月豪雨に
よる神戸市市ヶ原地
区の土砂崩壊‌
（神戸新聞社提供）
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六
甲
山
観
光
六
甲
ケ
ー
ブ
ル
線
に
多
大
な
被
害
が
発
生
し
、
新
湊
川
の
氾
濫
に
よ
り
神
戸
電
鉄
粟あ

生お

線
が
一
部
不
通
と
な
っ
た
。

　
こ
の
災
害
に
よ
り
、
神
戸
市
（
括
弧
内
の
数
字
は
兵
庫
県
全
体
）
だ
け
で
死
者
・
行
方
不
明
者
九
二
（
一
〇
〇
）
人
、
住
家
の
全

壊
・
流
出
三
六
一
（
四
八
六
）
世
帯
、
半
壊
三
七
六
（
四
三
六
）
世
帯
、
床
上
浸
水
七
七
五
九
（
二
万
二
三
九
）
世
帯
、
床
下
浸

水
二
万
九
七
六
二
（
一
三
万
六
七
〇
）
世
帯
に
達
し
た
。
ま
た
、
県
内
の
総
被
害
額
は
、
一
六
一
億
三
九
八
九
万
円
に
上
っ
た
。

　
県
で
は
、
九
日
一
七
時
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
二
〇
時
に
は
自
衛
隊
へ
の
災
害
派
遣
要
請
を
行
っ
た
。
神
戸
、
尼
崎
、

西
宮
、
芦
屋
、
宝
塚
、
川
西
、
洲
本
の
各
市
に
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
、
飲
料
水
や
被
服
の
支
給
等
の
応
急
救
助
が
行
わ
れ

た
。
日
本
赤
十
字
社
に
対
し
て
救
護
班
の
派
遣
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
伝
染
病
予
防
、
被
災
者
に
対
す
る
県
税
の
減
免
や
徴

税
猶
予
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
ほ
か
、
被
災
中
小
企
業
へ
の
緊
急
融
資
な
ど
の
措
置
も
講
じ
ら
れ
た
。

　
こ
の
災
害
を
機
に
、
罹
災
者
に
支
給
す
る
災
害
援
護
金
や
見
舞
金
の
財
源
を
安
定
的
に
確
保
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
三
年
四

月
に
兵
庫
県
災
害
援
護
基
金
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
災
害
と
同
じ
年
、
昭
和
四
十
二
年
八
月
に
発
生
し
た
羽
越
豪

雨
災
害
を
契
機
と
し
て
、
四
十
八
年
に
議
員
立
法
に
よ
り
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
六
甲
山
系
の
崩
壊
山
地
の
復
旧
工
事
を
促
進
す
る
た
め
、
十
月
に
は
兵
庫
県
六
甲
治
山
事
務
所
、
翌
年
に
は
県
農

林
部
に
治
山
課
が
設
置
さ
れ
、
近
隣
府
県
か
ら
技
術
職
員
の
派
遣
も
な
さ
れ
た
。
こ
の
災
害
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
昭
和
四

十
五
年
に
は
都
市
小
河
川
改
修
事
業
（
現
都
市
基
盤
河
川
改
修
事
業
）
が
創
設
さ
れ
、
表
六
甲
の
二
級
河
川
の
う
ち
規
模
の
小
さ

な
も
の
に
つ
い
て
は
、
神
戸
市
が
施
行
主
体
と
な
っ
て
改
修
が
進
め
ら
れ
た
。

〔
昭
和
四
十
六
年
七
月
十
六
～
十
八
日
　
相
生
（
播
州
）
豪
雨
〕

　
連
日
、
夏
の
強
い
日
射
が
続
く
中
、
西
日
本
、
北
陸
、
関
東
に
か
け
て
気
圧
の
谷
が
入
り
込
ん
だ
。
日
本
列
島
は
「
る
つ
ぼ
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の
底
」
の
よ
う
な
状
態
に
な
り
、
局
地
的
に
激
し
い
上
昇
気
流
が
発
生
し

て
、
集
中
豪
雨
や
雷
が
発
生
し
た
。
特
に
南
光
町
（
現
佐
用
町
）
の
三
河
、

船
越
付
近
で
は
強
い
雷
や
ひ
ょ
う
を
伴
う
豪
雨
が
襲
っ
た
。
ま
た
、
相
生

市
周
辺
で
は
、
十
八
日
の
一
三
時
か
ら
一
七
時
ま
で
の
四
時
間
に
一
五
〇

～
二
〇
〇
ミ
リ
の
強
い
雨
が
降
っ
た
。

　
播
磨
灘
に
面
し
た
御
津
町
（
現
た
つ
の
市
）
新
舞
子
海
水
浴
場
で
は
、

崖
崩
れ
で
、
旅
館
な
ど
三
軒
が
土
砂
に
埋
ま
っ
た
。
海
水
浴
客
ら
約
五
十
人
が
生
き
埋
め
に
な
り
、七
人
が
死
亡
、
四
人
が
行

方
不
明
、
三
十
数
人
の
重
軽
傷
者
が
出
た
。
相
生
市
の
高
取
峠
で
は
、
山
崩
れ
が
発
生
し
、
国
道
二
五
〇
号
を
走
行
中
の
貸
切

り
バ
ス
一
台
と
乗
用
車
二
台
が
土
砂
に
押
し
流
さ
れ
、
三
十
数
メ
ー
ト
ル
下
の
畑
に
転
落
し
た
。
バ
ス
の
乗
客
な
ど
三
人
が
死

亡
し
、
五
十
数
人
が
ケ
ガ
を
し
た
。
相
生
市
内
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
山
崩
れ
で
民
家
が
倒
壊
し
、
五
人
が
犠
牲
と
な
り
、
市
内

を
流
れ
る
矢
野
川
の
増
水
で
、
福
井
橋
が
流
失
し
た
。
国
鉄
山
陽
本
線
は
各
所
で
増
水
と
信
号
機
へ
の
落
雷
が
あ
り
、
列
車
の

運
休
が
相
次
い
だ
。

　
県
内
の
被
害
は
、
死
者
二
二
人
、
負
傷
者
一
〇
〇
人
、
住
家
の
全
壊
一
六
世
帯
、
半
壊
五
六
世
帯
、
床
上
浸
水
八
六
九
世
帯
、

床
下
浸
水
六
九
九
一
世
帯
、
被
害
額
は
三
九
億
九
五
七
二
万
円
だ
っ
た
。
相
生
市
、
御
津
町
に
は
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
。

〔
昭
和
四
十
七
年
九
月
十
六
～
十
七
日 

台
風
第
二
〇
号
〕

　
四
国
か
ら
紀
伊
半
島
を
め
が
け
て
北
上
し
て
き
た
台
風
第
二
〇
号
は
、
十
六
日
一
八
時
三
〇
分
頃
に
和
歌
山
県
潮
岬
に
上
陸

し
た
。
そ
の
後
、
北
北
東
に
進
み
、
三
重
県
上
野
市
（
現
伊
賀
市
）、
滋
賀
県
米
原
町
（
現
米
原
市
）
付
近
を
通
っ
て
、
十
七
日

写真 90　‌�昭和 46 年７月相生
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三
時
前
に
富
山
湾
に
進
入
し
た
。
兵
庫
県
で
は
、
台
風
が
西
日
本
に
接
近
し
た
十
六
日
昼
頃
か
ら
淡
路
島
で
風
雨
が
強
ま
り
始

め
、
県
南
部
で
は
一
五
時
頃
か
ら
、
県
北
部
で
は
二
一
時
頃
か
ら
暴
風
と
な
っ
た
。
雨
は
、
終
日
降
り
続
き
、
特
に
台
風
上
陸

後
の
十
六
日
夜
か
ら
時
間
雨
量
二
〇
～
三
〇
ミ
リ
の
強
い
雨
が
数
時
間
に
わ
た
り
降
り
続
い
た
。
十
六
日
九
時
か
ら
の
二
四
時

間
雨
量
は
、
県
南
西
部
で
は
五
〇
ミ
リ
程
度
だ
っ
た
も
の
の
、
他
の
地
域
は
一
〇
〇
～
二
〇
〇
ミ
リ
、
豊
岡
市
で
は
一
八
九
ミ

リ
に
達
し
た
。
そ
の
結
果
、
円
山
川
は
警
戒
水
位
を
越
え
そ
こ
に
流
れ
込
む
支
流
が
溢
水
し
た
た
め
、
豊
岡
市
や
城
崎
町
（
現

豊
岡
市
）
で
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
浸
水
し
、
城
崎
町
に
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
。

　
県
内
の
被
害
は
、
死
者
・
行
方
不
明
者
五
人
、
負
傷
者
五
人
、
家
屋
流
出
一
世
帯
、
半
壊
一
〇
世
帯
、
床
上
浸
水
三
三
九
世

帯
、
床
下
浸
水
三
三
一
二
世
帯
、
山
・
崖
崩
れ
等
一
五
五
カ
所
、
河
川
堤
防
等
被
害
一
三
八
三
カ
所
、
田
畑
冠
水
一
九
六
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
船
舶
沈
没
・
流
失
一
一
隻
な
ど
で
、
そ
の
被
害
額
は
七
八
億
三
四
二
八
万
円
に
達
し
た
。

〔
昭
和
四
十
九
年
七
月
四
～
七
日 

梅
雨
前
線
・
台
風
第
八
号
〕

　
四
日
に
、
山
陰
沖
か
ら
梅
雨
前
線
が
南
下
し
、
県
北
部
地
方
で
は
こ
の
前
線
の
通
過
時
に
雷
を
伴
っ
て
強
い
雨
が
降
っ
た
。

特
に
、
日
高
町
（
現
豊
岡
市
）
の
神
鍋
高
原
で
は
一
一
時
三
〇
分
か
ら
一
三
時
三
〇
分
ま
で
の
二
時
間
で
一
〇
〇
ミ
リ
以
上
の

大
雨
と
な
り
、
畑
地
が
川
と
な
っ
て
ス
イ
カ
、
キ
ャ
ベ
ツ
等
が
流
失
し
た
。
つ
い
で
、
六
日
か
ら
七
日
に
か
け
て
、
日
本
付
近

に
停
滞
し
て
い
た
梅
雨
前
線
に
、
九
州
西
方
海
上
を
通
っ
て
対
馬
海
峡
を
北
東
進
し
た
台
風
第
八
号
に
よ
り
、
台
風
の
東
側
に

湿
っ
た
南
か
ら
の
気
流
が
流
れ
込
ん
だ
。
こ
の
た
め
、
前
線
活
動
が
活
発
に
な
り
、
各
地
に
大
雨
を
も
た
ら
し
た
。
県
南
西
部

と
淡
路
島
で
は
二
〇
〇
～
三
〇
〇
ミ
リ
の
雨
が
降
り
、
家
島
町
（
現
姫
路
市
）
で
は
六
日
二
二
時
か
ら
七
日
二
時
ま
で
の
四
時

間
に
一
九
六
ミ
リ
、
津
名
郡
一
宮
町
（
現
淡
路
市
）
の
郡
家
で
は
七
日
一
時
か
ら
四
時
ま
で
の
三
時
間
に
一
九
〇
ミ
リ
の
記
録
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的
な
集
中
豪
雨
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
六
月
末
か
ら
の
連
日
の
降
雨
で
地
盤
が
ゆ
る
み
、
河
川
が
増

水
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
こ
の
豪
雨
が
襲
っ
た
た
め
、
大
き
な
水
害
や
土
砂
災
害
が
発
生

し
た
。
相
生
市
で
は
土
砂
崩
れ
で
一
人
が
犠
牲
に
な
り
、
赤
穂
市
で
は
山
崩
れ
で
三
人

が
亡
く
な
っ
た
。
淡
路
島
の
津
名
町
（
現
淡
路
市
）
と
津
名
郡
一
宮
町
で
は
、
倒
れ
た

家
の
下
敷
き
に
な
っ
て
、
五
人
が
死
亡
し
た
。

　
県
内
の
被
害
は
、
死
者
一
四
人
、
負
傷
者
一
三
人
、
住
家
の
全
壊
七
三
世
帯
、
半
壊

一
〇
〇
世
帯
、
一
部
損
壊
九
〇
世
帯
、
床
上
浸
水
三
〇
二
八
世
帯
、
床
下
浸
水
二
万
三

三
三
四
世
帯
で
、
被
害
額
は
三
九
六
億
一
七
六
六
万
円
に
達
し
た
。
赤
穂
市
、
家
島
町
、
新
宮
町
（
現
た
つ
の
市
）、
上
郡
町
、

津
名
町
に
は
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
。

〔
昭
和
四
十
九
年
九
月
八
日
～
九
日 

台
風
第
一
八
号
・
秋
雨
前
線
〕

　
台
風
第
一
八
号
が
八
日
二
〇
時
過
ぎ
、
鹿
児
島
県
枕
崎
市
付
近
に
上
陸
し
た
。
そ
の
後
、
急
速
に
衰
え
な
が
ら
豊
後
水
道
か
ら

四
国
南
西
部
へ
と
進
み
、
九
日
六
時
に
土
佐
湾
で
温
帯
低
気
圧
に
変
わ
っ
た
。
こ
の
低
気
圧
は
強
い
雨
を
降
ら
せ
な
が
ら
、
東
海

か
ら
関
東
地
方
へ
と
進
ん
で
行
っ
た
。
兵
庫
県
で
は
八
日
昼
前
か
ら
九
日
朝
方
に
か
け
て
一
〇
〇
ミ
リ
以
上
の
大
雨
が
降
り
、
淡

路
島
で
は
三
波
に
わ
た
る
記
録
的
豪
雨
が
発
生
し
た
。
中
で
も
、
洲
本
市
で
は
八
日
九
時
か
ら
九
日
一
〇
時
ま
で
に
三
五
八
・
五

ミ
リ
の
雨
量
を
記
録
し
た
。

　
そ
の
た
め
、
同
市
で
は
床
上
浸
水
約
五
〇
棟
、
床
下
浸
水
一
二
〇
〇
棟
に
達
し
、
土
砂
崩
れ
で
二
棟
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
、
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二
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
洲
本
市
に
は
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
。
西
淡
町
（
現
南
あ
わ
じ
市
）
で
は
大
日
川
が
増
水
し
、

堤
防
が
長
さ
六
〇
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
決
壊
し
た
。
約
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
地
域
が
深
さ
一
～
二
メ
ー
ト
ル
冠
水
し
、
約
二

〇
棟
が
床
下
浸
水
し
た
。
こ
の
豪
雨
の
た
め
に
、
国
鉄
西
明
石
駅
構
内
が
浸
水
し
、
山
陽
本
線
の
ダ
イ
ヤ
は
終
日
乱
れ
、
通
勤

客
な
ど
四
一
万
人
の
足
に
影
響
が
出
た
。

　
県
内
の
被
害
は
、
死
者
二
人
、
負
傷
者
五
人
、
住
家
の
全
壊
三
世
帯
、
半
壊
一
一
世
帯
、
一
部
損
壊
一
一
世
帯
、
床
上
浸
水

三
四
九
世
帯
、
床
下
浸
水
七
九
五
一
世
帯
で
、
被
害
額
は
一
五
一
億
九
二
六
九
万
円
で
あ
っ
た
。

〔
昭
和
五
十
一
年
九
月
八
～
十
三
日
　
台
風
第
一
七
号
〕

　
台
風
が
九
月
九
日
に
沖
縄
の
東
海
上
を
北
上
、
十
日
に
奄
美
大
島
の
西
を
か
す
め
た
後
、
大
陸
の
高
気
圧
が
日
本
海
方
面
に

張
り
出
し
て
き
た
た
め
、
鹿
児
島
の
南
西
海
上
で
一
時
迷
走
し
た
。
十
二
日
午
後
か
ら
次
第
に
速
度
を
速
め
て
北
上
し
、
十
三

日
一
時
四
〇
分
頃
、
長
崎
市
付
近
に
上
陸
し
た
。
こ
の
間
、
兵
庫
県
で
は
大
雨
が
降
り
続
き
、
八
日
に
淡
路
島
南
部
で
二
〇
〇

ミ
リ
、
九
日
に
は
淡
路
島
南
部
と
県
南
西
部
沿
岸
地
域
で
一
〇
〇
ミ
リ
、
十
日
に
は
県
南
東
部
を
除
く
全
域
で
二
〇
〇
ミ
リ
以

上
、
県
南
西
部
の
沿
岸
地
域
で
は
三
〇
〇
～
五
〇
〇
ミ
リ
と
い
う
記
録
的
な
大
雨
が
降
っ
た
。
十
一
日
に
は
県
南
西
部
の
県
境

付
近
で
二
〇
〇
～
三
〇
〇
ミ
リ
、
十
二
日
も
引
き
続
き
県
南
西
部
で
一
〇
〇
ミ
リ
と
い
う
大
雨
が
降
り
続
い
た
。
台
風
が
九
州

に
上
陸
し
た
十
三
日
に
な
っ
て
県
南
西
部
の
大
雨
は
一
旦
弱
ま
っ
た
が
、
午
後
に
な
っ
て
県
中
部
で
五
〇
～
一
〇
〇
ミ
リ
の
豪

雨
が
降
っ
た
。
こ
の
期
間
の
総
降
水
量
は
、
県
中
部
と
南
西
部
で
五
〇
〇
ミ
リ
以
上
、
家
島
で
は
一
〇
〇
〇
ミ
リ
以
上
と
い
う

記
録
的
な
量
に
達
し
、
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
。

　
こ
の
災
害
で
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、
宍
粟
郡
一
宮
町
（
現
宍
粟
市
）
に
位
置
す
る
福
知
地
す
べ
り
が
九
月
十
三
日
に
発
生
し
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た
こ
と
で
あ
る
。
発
生
前
に
は
台
風
第
一
七
号
に
よ
り
累
積
雨
量
は
五
五
〇
ミ
リ
に
達

し
て
い
た
。
地
す
べ
り
発
生
前
の
地
形
図
を
見
る
と
、
北
西
に
開
い
た
谷
地
形
を
形
成

し
て
お
り
、度
重
な
る
地
す
べ
り
に
よ
る
典
型
的
な
地
形
で
あ
っ
た
。
当
地
付
近
に「
抜

け
山
」
と
い
う
地
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
斜
面
変
動
の
履
歴
が
あ
っ
た

ら
し
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
地
す
べ
り
発
生
当
日
の
六
時
頃
に
は
、
小
規
模
の
崩
壊
が
発
生
し
、
七
時
二
〇
分
頃

か
ら
地
す
べ
り
脚
部
の
北
西
部
で
小
規
模
の
崩
壊
が
始
ま
っ
た
。
九
時
二
〇
分
頃
か
ら

は
一
気
に
す
べ
り
の
範
囲
を
拡
大
さ
せ
、
大
崩
壊
へ
と
移
行
し
た
。
地
す
べ
り
土
隗
は

約
一
〇
分
間
で
、
六
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
距
離
を
移
動
し
た
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り

全
壊
四
六
棟
、
半
壊
一
棟
、
一
部
損
壊
四
棟
、
床
上
浸
水
二
棟
、
床
下
浸
水
三
九
棟
の
被
害
が
生
じ
た
。

　
地
す
べ
り
が
起
こ
っ
た
地
区
で
は
避
難
が
順
調
に
進
み
、
二
次
災
害
を
未
然
に
防
げ
た
。
そ
の
原
因
は
、
①
山
体
の
変
動
、

特
に
鳴
動
や
樹
木
の
動
き
な
ど
を
住
民
が
敏
感
に
察
知
し
、
敏
速
に
反
応
し
た
こ
と
、
②
学
校
の
放
送
施
設
な
ど
連
絡
手
段
が

使
用
で
き
た
こ
と
、
③
住
民
が
避
難
勧
告
に
対
し
て
敏
速
に
避
難
し
た
こ
と
、
④
地
区
共
同
体
と
し
て
①
か
ら
③
の
意
識
が
こ

の
地
区
に
は
強
く
あ
り
、
そ
れ
が
プ
ラ
ス
側
に
働
い
た
こ
と
、
⑤
地
す
べ
り
は
鳴
動
が
あ
っ
て
か
ら
本
格
的
な
泥
流
ま
で
二
〇

分
ほ
ど
の
時
間
が
あ
っ
た
こ
と
、
⑥
発
生
時
刻
が
日
中
で
あ
り
、
降
雨
も
少
な
く
、
視
界
も
良
く
て
避
難
し
や
す
か
っ
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
県
内
の
被
害
状
況
は
、
死
者
一
六
人
、
行
方
不
明
者
三
人
、
負
傷
者
四
一
人
、
住
家
の
全
壊
一
二
四
戸
、
半
壊
二
五
二
戸
、
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一
部
破
損
七
三
戸
、
床
上
浸
水
一
万
七
〇
四
二
戸
、
床
下
浸
水
五
万
七
四
一
二
戸
の
ほ
か
、
山･

崖
崩
れ
七
六
九
カ
所
、
堤
防

決
壊
一
八
四
カ
所
、
橋
梁
流
失
七
三
カ
所
、
道
路
損
壊
二
九
二
カ
所
、
鉄
軌
道
被
害
九
カ
所
、
通
信
施
設
被
害
一
回
線
、
水
田

流
失･
埋
没
八
五
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
水
田
冠
水
三
四
六
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑
流
失･

埋
没
一
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
畑
冠
水
二
七
五

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
な
ど
で
、
被
害
額
は
、
土
木
関
係
六
四
一
億
一
三
二
四
万
円
、
農
林
関
係
四
一
〇
億
七
五
九
二
万
円
、
港
湾
関

係
一
〇
億
四
七
五
五
万
円
、
文
教
施
設
一
一
億
八
四
一
四
万
円
、
商
工
関
係
一
二
一
億
六
八
六
九
万
円
、
そ
の
他
五
三
億
三
三

一
二
万
円
で
、
総
計
一
二
四
九
億
二
二
六
六
万
円
に
達
し
た
。

　
県
で
は
十
日
正
午
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
自
衛
隊
へ
の
災
害
派
遣
要
請
も
行
わ
れ
た
。
姫
路
市
を
は
じ
め
播
磨
、
但

馬
地
域
の
六
市
一
五
町
に
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
、
関
係
市
町
と
と
も
に
応
急
救
助
、
災
害
援
護
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。

〔
昭
和
五
十
四
年
九
月
三
十
日
～
十
月
一
日 

秋
雨
前
線
・
台
風
第
一
六
号
〕

　
大
型
で
非
常
に
強
い
台
風
第
一
六
号
が
、
本
州
南
岸
に
停
滞
す
る
秋
雨
前
線
を
刺
激
し
な
が
ら
、
沖
縄
の
東
海
上
を
ゆ
っ
く

り
と
北
上
し
て
き
た
。
台
風
は
三
十
日
に
九
州
か
ら
四
国
の
南
海
上
に
達
し
、
一
八
時
三
〇
分
頃
に
高
知
県
室
戸
市
付
近
に
上

陸
し
た
。
台
風
は
そ
の
後
も
ほ
と
ん
ど
衰
え
る
こ
と
な
く
、
紀
伊
水
道
を
通
っ
て
二
三
時
頃
に
大
阪
市
付
近
に
再
上
陸
し
、
夜

半
過
ぎ
に
琵
琶
湖
を
通
っ
て
中
部
地
方
へ
と
進
ん
で
行
っ
た
。

　
台
風
が
紀
伊
水
道
に
入
っ
て
淡
路
島
の
南
海
上
に
き
た
二
〇
時
三
〇
分
に
洲
本
で
最
大
瞬
間
風
速
四
一
・
一
メ
ー
ト
ル
を
観

測
し
た
。
雨
も
こ
の
頃
が
最
も
強
く
、
南
淡
町
（
現
南
あ
わ
じ
市
）
で
時
間
雨
量
一
一
〇
ミ
リ
を
観
測
し
、
こ
の
方
面
で
は
強

雨
と
高
潮
が
重
な
り
大
き
な
水
害
を
も
た
ら
し
た
。

　
県
内
の
被
害
状
況
は
、
死
者
一
人
、
負
傷
者
七
人
、
住
家
の
全
壊
三
棟
、
半
壊
一
八
棟
、
一
部
破
損
一
九
六
棟
、
床
上
浸
水
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一
八
一
二
棟
、
床
下
浸
水
八
一
〇
一
棟
の
ほ
か
、
非
住
家
被
害
七
八
棟
、
山･

崖
崩
れ
三
八
カ
所
、
堤
防
決
壊
二
五
カ
所
、
道

路
損
壊
二
三
カ
所
、畑
流
失･

埋
没
一
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
、田
畑
冠
水
一
万
五
三
四
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、船
舶
被
害
二
隻
な
ど
で
あ
っ

た
。
被
害
額
は
、
土
木
関
係
一
〇
二
億
三
三
〇
八
万
円
、
農
林
関
係
一
八
三
億
三
〇
八
〇
万
円
、
そ
の
他
五
一
億
三
三
八
万
円

で
、
総
計
三
三
六
億
六
七
二
六
万
円
に
達
し
た
。
洲
本
市
の
ほ
か
、
五
色
町
（
現
洲
本
市
）
と
西
淡
町
に
災
害
救
助
法
が
適
用

さ
れ
た
。

〔
昭
和
五
十
四
年
十
月
十
八
～
十
九
日
　
秋
雨
前
線
・
台
風
第
二
〇
号
〕

　
観
測
史
上
で
最
低
気
圧
の
八
七
〇
ヘ
ク
ト
パ
ス
カ
ル
を
記
録
し
た
台
風
は
、
十
月
十
八
日
に
は
沖
縄
の
東
海
上
を
北
上
し
た
。

淡
路
島
で
は
こ
の
頃
か
ら
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
東
風
が
吹
き
始
め
、
北
緯
三
〇
度
線
に
さ
し
か
か
っ
た
十
八
日
二
一
時
過
ぎ

に
は
一
時
間
に
二
〇
ミ
リ
程
度
の
強
い
雨
が
降
り
、
日
降
水
量
も
一
〇
〇
ミ
リ
を
超
え
る
所
が
多
く
な
っ
た
。
台
風
は
四
国
沖

に
接
近
す
る
に
つ
れ
て
加
速
し
、
四
国
沖
の
前
線
が
日
本
海
側
へ
北
上
し
た
た
め
、
強
雨
域
の
中
心
は
次
第
に
県
北
部
に
移
っ

て
い
っ
た
。

　
台
風
は
一
九
日
九
時
四
〇
分
頃
に
和
歌
山
県
白
浜
付
近
へ
上
陸
し
た
。

台
風
が
紀
伊
半
島
に
上
陸
す
る
頃
に
淡
路
島
で
も
再
び
雨
が
強
く
な
り
、

県
北
部
と
淡
路
島
を
中
心
に
被
害
が
発
生
し
始
め
た
。
そ
の
後
、
台
風
は

加
速
し
て
中
部
・
東
海
地
方
を
通
り
、
一
九
日
一
九
時
に
は
青
森
県
八
戸

市
南
東
海
上
に
抜
け
た
。

　
県
内
の
被
害
状
況
は
、
負
傷
者
六
人
、
住
家
の
半
壊
一
九
棟
、
一
部
損

写真 93　‌�昭和 54 年秋雨前線・
台風第 20 号による河
川氾濫	 ‌
（神戸新聞社提供）
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壊
二
九
棟
、
床
上
浸
水
二
六
三
棟
、
床
下
浸
水
一
一
四
六
棟
の
ほ
か
、
山･

崖
崩
れ
二
〇

カ
所
、
道
路
損
壊
四
カ
所
、
田
畑
流
失･

冠
水
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
な
ど
で
あ
っ
た
。
被
害

額
は
、
土
木
関
係
五
一
億
五
六
五
三
万
円
、
農
林
関
係
二
八
億
八
五
二
七
万
円
、
そ
の
他

四
億
四
三
三
八
万
円
な
ど
で
、
総
計
八
四
億
八
五
五
三
万
円
だ
っ
た
。
な
お
、
県
内
の
公

立
幼
稚
園
、
小
中
高
校
一
五
四
〇
が
休
校
園
し
た
。

〔
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
二
日 

有
馬
（
満
月
城
）
大
火
〕

　
こ
の
時
期
、『
兵
庫
県
に
お
け
る
災
害
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
火
災
一
三
件
の
う
ち
、

実
に
一
〇
件
は
、
昭
和
四
十
五
年
以
前
に
発
生
し
、中
で
も
多
く
の
犠
牲
者
が
出
た
の
が
、

有
馬
温
泉
の
旅
館
、
池
之
坊
満
月
城
の
大
火
で
あ
る
。
池
之
坊
満
月
城
は
、
何
度
も
増
築
を
重
ね
、
複
雑
な
構
造
に
な
っ
て
い

た
う
え
、
自
動
火
災
報
知
器
が
一
部
に
し
か
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
避
難
設
備
の
不
備
な
ど
に
つ
い
て
消
防
署
か
ら
指
導
を
受

け
て
い
た
が
、
改
善
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
二
日
の
三
時
頃
に
別
館
の
建
物
か
ら
出
火
、
瞬
く
間
に
本
館
へ
と
延
焼
し
、
五
時

四
五
分
に
鎮
火
し
た
。
こ
の
間
に
、三
〇
人
の
宿
泊
客
と
従
業
員
一
人
が
犠
牲
と
な
り
、重
傷
者
四
四
人
、六
五
五
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
の
建
物
が
焼
損
し
た
。
こ
の
火
災
を
機
に
、
国
に
お
い
て
「
旅
館
ホ
テ
ル
防
火
安
全
対
策
連
絡
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。

二
　
都
市
化
に
伴
う
災
害
対
策
の
開
始

地
震
調
査
研

究
等
の
実
施

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
我
が
国
で
は
、
昭
和
二
十
一
年
の
南
海
地
震
を
教
訓
に
災
害
救
助
法
が
制
定
さ
れ
る

な
ど
、
災
害
対
策
の
総
合
化
、
体
系
化
の
動
き
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
三
十
四
年
の
伊
勢
湾
台

写真 94　‌�有馬（満月城）大火‌
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風
で
甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
の
を
機
に
、
災
害
対
策
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
現
在
に
至
る
防
災
体
制
の
骨
格
が
形
成
さ
れ
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
、
県
に
お
い
て
も
昭
和
三
十
八
年
に
兵
庫
県
地
域
防
災
計
画
が
作
成
さ
れ
、
防
災
対
策
の
推
進
が
図
ら
れ
た
。

　
先
述
の
度
重
な
る
風
水
害
に
対
し
て
は
、
河
川
改
修
や
治
山
、
砂
防
工
事
、
急
傾
斜
地
対
策
な
ど
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら

の
動
向
に
つ
い
て
は
、
第
三
章
第
四
節
一
「
風
水
害
に
対
す

る
基
盤
整
備
」
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
昭
和
四
十
五
年
に
国
の
地
震
予
知
連
絡
会
が
阪
神

間
を
特
定
観
測
地
域
に
指
定
す
る
な
ど
、
全
国
的
に
地
震
観

測
体
制
等
の
強
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
高
度
経
済
成
長
に
伴
う
都
市
化
現
象
が
、
地
震
被
害
を
甚

大
か
つ
複
雑
広
域
化
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
県

で
は
、
昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
六
十
年
度
に
か
け
て
、
地
震

に
よ
る
被
害
と
対
策
を
科
学
的
に
調
査
研
究
す
る
取
組
が
進

め
ら
れ
た
。
そ
の
概
要
は
上
表
の
と
お
り
で
あ
り
、
内
容
に

応
じ
て
県
地
域
防
災
計
画
な
ど
へ
の
反
映
が
図
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
神
戸
市
に
お
い
て
も
、
昭
和
四
十
七
年
に
地
震
対

策
委
託
調
査
を
行
っ
て
お
り
、そ
の
結
果
は
「
神
戸
と
地
震
」

（
笠か

さ

間ま

太た

郎ろ
う
、
岸き

し

本も
と

兆よ
し

方み
ち
、
神
戸
市
総
務
局
・
土
木
局
）
と
い
う

表 29　兵庫県が実施した震災対策調査研究事項

実施年度 調査研究項目
昭和47 地盤調査
　　48 地震に伴う火災の発生予想
　　49 津波による被害予測
　　50 モデル地震と木造家屋倒壊率予測
　　51 被害地震の予測
　　52 地盤に対する地震の影響調査
　　53 過去の基礎調査のまとめと今後の課題

　　54 県下における地震災害の潜在的危険度及び震災に伴う火災発
生と避難地について

　　55 県下における活断層の概要及び水道管の震害予測

　　56 建築物の耐震性点検、六甲山周辺の活断層及び活断層分布と
無関係に多発している小規模地震群

　　57 被害想定の総合化とデータ整備に関する基礎的調査
　　59 兵庫県南西部地震に対するアンケート調査
　　60 兵庫県下に影響を及ぼしたと推定される主要地震について
� （『兵庫県地域防災計画（震災対策計画編）』昭和 62 年 7 月修正を参照して作成）
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冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
都
市
直
下
地
震
等
の
可
能
性
に
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
の
時
期
に
は
、
昭
和
五
十
一
年
に
日
本
地
震
学
会
で
東
海
地
震
発
生
可
能
性
の
研
究
発
表
が
あ
り
、
五
十
三
年
に

な
っ
て
東
海
地
震
の
予
知
を
前
提
と
し
た
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
る
な
ど
の
動
き
も
み
ら
れ
た
。

防
災
体
制
の

漸
新
的
整
備

こ
う
し
た
調
査
研
究
と
あ
わ
せ
て
、
防
災
体
制
の
強
化
に
向
け
た
動
き
も
み
ら
れ
る
。

消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
は
昭
和
四
十
一
年
に
東
京
消
防
庁
航
空
隊
が
創
設
さ
れ
て
以
来
、
政
令
指
定
都
市

の
消
防
本
部
で
導
入
の
動
き
が
広
が
っ
た
。
神
戸
市
に
お
い
て
も
、
昭
和
四
十
五
年
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
導
入
の
た
め
の
調
査
研

究
を
開
始
し
、
四
十
七
年
一
月
に
航
空
隊
を
発
足
さ
せ
（
基
地
は
川
崎
重
工
業
明
石
工
場
）、
増
機
・
組
織
改
編
な
ど
を
経
て
、
五

十
六
年
に
二
機
運
用
、
常
時
一
機
稼
動
体
制
を
確
立
し
た
。
一
方
、
県
は
昭
和
五
十
五
年
七
月
に
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
配
備

し
、
兵
庫
県
警
察
航
空
隊
に
委
託
し
て
運
航
を
開
始
し
、
よ
り
機
動
的
な
消
防
活
動
や
救
急

活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
高
度
経
済
成
長
下
で
の
都
市
化
の
進
展
に
伴
い
、
ビ
ル
火
災
や
石
油
化
学
工
場
の
爆
発
事

故
な
ど
県
民
生
活
を
取
り
巻
く
危
険
性
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
四
十
五
年
の

天
六
ガ
ス
爆
発
事
故
、
四
十
七
年
の
千
日
デ
パ
ー
ト
火
災
、
五
十
一
年
の
酒
田
大
火
な
ど
、

全
国
的
に
大
き
な
事
故
や
火
災
も
相
次
い
で
発
生
し
た
。
こ
の
た
め
、
防
災
建
築
街
区
の
造

成
、
災
害
危
険
住
宅
等
の
移
転
対
策
、
地
下
街
、
高
層
建
築
物
の
防
災
診
断
、
防
災
改
修
計

画
の
策
定
等
、
防
災
構
造
化
の
取
組
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
時
期
に
は
、
高
度
成
長
期
に
多
数
立
地
す
る
よ
う
に
な
っ
た
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

写真 95　‌�神戸市消防航空隊 1号機‌
（神戸市提供）
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の
安
全
対
策
も
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
三
菱
石
油
水
島
製
油
所
で
重
油
タ
ン
ク
に
亀
裂

が
生
じ
、
四
万
五
〇
〇
〇
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル
の
重
油
が
流
出
し
た
。
原
因
究
明
の
結
果
、
石
油
タ
ン
ク
の
油
の
重
み
で
不
等
沈
下

し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
う
し
た
新
事
実
に
照
ら
し
、
全
国
の
石
油
タ
ン
ク
を
点
検
し
た
結
果
、
既
に
不
等
沈
下
の
著
し
い

も
の
一
〇
九
基
に
異
常
が
あ
り
、
急
遽
、
対
策
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
石
油
流
出
に
よ
る
漁
業
関
係
者
へ
の
補

償
は
二
〇
〇
億
円
を
超
し
、
か
つ
海
洋
汚
染
の
影
響
が
完
全
に
消
滅
す
る
の
に
は
長
い
年
月
を
要
し
た
。

　
こ
う
し
た
大
規
模
事
故
を
教
訓
に
、
国
は
昭
和
五
十
年
に
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
を
制
定
し
た
。
同
法
第
三
一

条
の
定
め
に
よ
り
、
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
特
別
防
災
区
域
に
お
け
る
災
害
の
予
防
及
び
拡
大
防
止
、
な
ら
び
に
被
害
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
災
害
予
防
対
策
計
画
及
び
災
害
応
急
対
策
計
画
等
を
定
め
、
特
定
事
業
所
、
国
、
県
、
市
町
等
防
災
関
係
機
関

の
業
務
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
防
災
関
係
機
関
等
が
一
体
と
な
っ
た
防
災
体
制
の
確
立
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
昭
和
五
十
一
年
に
兵
庫
県
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防
災
本
部
条
例
及
び
運
営
要
綱
が
制
定
さ
れ
、
同
年
に
同
本
部
に
お
い

て
「
兵
庫
県
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防
災
計
画
」
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
は
、
①
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
第

三
一
条
及
び
第
三
二
条
の
定
め
に
よ
り
、
兵
庫
県
の
地
域
の
う
ち
、
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
特
別
防
災
区
域
を
指
定
す
る
政
令

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
、
兵
庫
県
内
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
の
都
市
部
に
所
在
す
る
特
別
防
災
区
域
を
対
象
と
し
て
作
成
す
る
、
②
特

別
防
災
区
域
に
係
る
災
害
に
関
し
て
、
防
災
関
係
機
関
等
の
役
割
と
責
任
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
実
施
す
べ
き
事
務
等

に
つ
い
て
の
基
本
的
な
指
針
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
計
画
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
し
て
、
①
防
災
関
係
機
関
等
に
お
い

て
、
こ
の
計
画
の
推
進
の
た
め
の
細
目
等
の
立
案
、
作
成
及
び
実
施
に
当
た
っ
て
の
指
針
と
な
る
こ
と
、
②
関
係
団
体
や
県
民

に
お
い
て
、
防
災
意
識
の
高
揚
及
び
自
発
的
な
防
災
活
動
へ
の
参
加
の
際
の
参
考
と
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
計
画
は
必
要
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に
応
じ
て
見
直
し
、
修
正
を
加
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
災
害
対
策
基
本
法

第
四
〇
条
の
定
め
に
よ
り
作
成
す
る
兵
庫
県
地
域
防
災
計
画
と
の
調
整
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。

　
こ
の
ほ
か
、
こ
の
時
期
の
消
防
防
災
に
関
す
る
主
な
動
き
と
し
て
、
昭
和
四
十
六
年
に
は
兵
庫

県
消
防
学
校
が
神
戸
市
兵
庫
区
山
田
町
（
分
区
に
よ
り
現
在
は
北
区
）
に
移
転
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
、

同
年
、建
築
物
に
関
す
る
災
害
を
防
止
す
る
た
め
、
高
潮
、出
水
、
地
す
べ
り
等
の
崩
壊
に
よ
る
危

険
の
著
し
い
地
域
を
指
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
の
建
築
制
限
な
ど
を
定
め
る
「
兵
庫
県
災
害

危
険
区
域
に
関
す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
。

　
急
速
な
都
市
化
の
進
展
に
よ
っ
て
増
大
す
る
災
害
の
リ
ス
ク
を
前
に
、
県
民
生
活
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
の
取
組
が
進
め
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
時
期
の
大
ま
か
な
特
徴
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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